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歴史的・文化的文脈に過度に固執し、自分たちが住むまちを特定の様式に単純化・固定化しようとするステ

レオタイプは、歴史文化の継承を困難な状況に陥らせる恐れがあり、まちづくりの展開に影響を及ぼすものと

考えられる。本研究では、ステレオタイプに与える影響要因として、他者が自分達のまちに対して抱くステレ

オタイプに関する情報をメタステレオタイプ的情報と呼称し、当該情報の影響を実証的に検証した。分析の結

果、第 1 に自集団イメージと一致しているメタステレオタイプ的情報は、ステレオタイプを高めること、第 2

に自集団イメージと一致しないメタステレオタイプ的情報は、その情報が望ましくない場合に、まちづくりに

関する知識を有する者のステレオタイプを高めることを明らかにした。 
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1．背景 

 

(1) まちづくりに対する主体的な参加 

 地方都市において地域の衰退が見られる中、地域の歴

史的・文化的資源の活用によって交流人口の増加を目指

す取り組みが全国各地で展開されている。こうした取り

組みは行政と当該地域で生活を営む住民の協働なくして

実現することは困難だと考えられ、したがって、まちづ

くり活動への住民の主体的な参加が不可欠な役割を担う

場合が少なくない。実際、住民が地域固有の文化に着目

した政策や事業を企画し、そのアイデアや創意工夫によ

り交流人口の増加を図ろうとする地域協働の取り組みが

全国各地で実施されつつある。しかし、まちづくり活動

を進める上で、地域住民のアイデアや創意工夫を重んじ

る余り、時として地域の実情に合わない奇抜な提案がな

され、その提案が地域に根付かないこともある。それば

かりか、住民間での取り組み姿勢に温度差を生じさせ、

場合によって意見対立が先鋭化し、地域コミュニティの

分断を招く恐れもある。 

 以上は、住民がまちづくり活動に主体的に参画する際

に生じる問題だと考えられる。次節で述べるように、本

稿では自分達が住むまちを特定の様式に単純化・固定化

しようとする信念を「ステレオタイプ」と呼称し、住民

のまちづくり活動におけるテレオタイプの問題について

検討する。 

 

(2) まちづくりを巡るステレオタイプの問題 

 Lippmann1)は、我々は広く共有されている単純化・固

定化された観念やイメージ、思考の枠組みに基づき物事

を理解していると唱え、こうした固定観念を「ステレオ

タイプ」と呼んだ。ステレオタイプは、人間の物事に対

する認知過程に必然的に付随するものと捉えられる。つ

まり我々は複雑な物事を取り扱うだけの十分な能力や認

知資源を有しておらず、そのため雑多な事象を縮約化し

たステレオタイプに基づいて物事を再構成することによ

り、その認知を容易にしていると説明される 2)。ただし、
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ステレオタイプは物事に関する有用な情報が凝縮されて

いる重要な認知ツールである一方で、物事に関する粗略

な仮説に過ぎないため、トップダウン的に情報処理が実

行されることでその理解が単純化・固定化してしまうと

の弊害を有することが指摘されている 3)。 

 まちづくりでは、しばしば、歴史文化的な価値を高め

ることを目的に、歴史文化的な価値の高い建造物に合わ

せて周囲の建造物を修景することが試みられる。こうし

た修景において、歴史文化的な建造物の一部を誇張し、

理想化したレプリカ・モデルの作成とその展示を通じて

観光客にまちの歴史文化を追体験させるモデルカルチャ

ー（model culture）4)が提案される場合がある。西山・三

村 5)は、モデルカルチャーは、一定の文化の受け継ぎが

可能であること等を認める一方で、モデル化の段階で無

理な時間的圧縮や空間への詰め込みが生じることで文化

の歪曲表現に繋がる可能性を指摘している。モデルカル

チャーは、建造物をはじめとした有形物のみならず、行

事や慣習といった無形物においても対象となるが、いず

れの場合であっても、まちに多様な歴史文化の蓄積があ

るにも関わらず、モデル化の対象として選定された歴史

文化的な有形物あるいは無形物についてはわかりやすく

展示されるように働きかけがなされる一方で、モデル化

の対象に選定されなかった歴史文化的な資源はその保全

や活用から除外される恐れがあり、こうした取り組みは

偽装文化の創出に繋がることが危惧され、住民のまちづ

くりへの参加意欲を減退させ、結果的に歴史に培われた

生活や文化の継承が困難な状況に陥る可能性すらある。 

 以上の問題は、いずれも地域に蓄積された複雑で多様

な歴史文化的な文脈を過度に単純化・固定化しようとす

ることに端を発する問題だと言える。 

 一般に、ステレオタイプは集団成員という「人」に対

して単純化・固定化しようとする信念を指すものであり、

本研究で取り扱う町並みといった「有形物」や慣習とい

った「無形物」に対する信念とは厳密には異なる。しか

しながら、近年ではステレオタイプを「物」に対して拡

張した研究 6)が蓄積されつつあり、また上記で述べたよ

うに、歴史文化的な有形物あるいは無形物に対しても単

純化・固定化しようとする信念が見られ、表象上の性質

に大きな差はないと想定できる。こうした背景の下、ま

ちづくりを巡って様々なステレオタイプが想定される中、

本研究では特に、まちの歴史文化的側面に着目し、地域

的・歴史的文脈から逸脱し、自分達の町並みを特定の様

式に単純化・固定化しようとする信念を「まちづくりの

ステレオタイプ」と定義する。 

 

(3) 本研究の目的 

 まちづくりを考える上で、住民のまちづくりへの意識

に影響を及ぼす要因の理解は重要である。とりわけ偽装

文化の創出や、それによる歴史文化の継承が困難な状況

に陥る恐れがあるまちづくりのステレオタイプは、まち

づくりの展開に本質的な影響を及ぼすものと考えられる。

ただし、地域住民におけるまちづくりのステレオタイプ

の影響要因について実証的に検討した研究はない。以上

の認識の下、本研究では、まちづくりのステレオタイプ

に着目し、その影響要因を検討することを目的とする。

こうした検討を通じて、まちづくり活動におけるステレ

オタイプについての基本的理解を得ると供に、まちづく

りのステレオタイプ問題への対処の示唆を得ることが本

稿の狙いである。 

 

 

2. 研究仮説 

 

(1) ステレオタイプに関する心理要因 

 これまでの研究において、物事の認知においては、他

者から自分がどう見られているのかについての認知、す

なわちメタ認知が重要な役割を果たすことが指摘されて

きた 7)。メタ認知が果たす役割の重要性は、ステレオタ

イプにおいても同様であり、他者から自分がどのような

単純化・固定化しようとする信念を有していると見なさ

れているかについての認知を意味するメタステレオタイ

プが影響を及ぼすことが報告されている 8)。近年では、

日常生活においては、メディアやSNS等を通じた間接的

な接触を通して、他者がどのようなステレオタイプを抱

いているかが明示される場合が少なく、こうした情報を

メタステレオタイプ的情報と呼称し、メタステレオタイ

プ的情報がステレオタイプに影響を及ぼすことが報告さ

れている。具体的には、田村 8)は、メタステレオタイプ

的情報を提示した場合、そのメタステレオタイプ的情報

が、自集団イメージと呼ばれる自分が所属する集団に対

して抱くイメージと一致する場合は、一致しない場合と

比較して、ステレオタイプが高まることを示した。これ

は、自集団イメージに一致するメタステレオタイプ的情

報は、既に自分自身で保有している自集団に対する信念

と合致するため、当該情報がその信念を強化するように

働き、その結果ステレオタイプを高めると解釈された。

加えて、メタステレオタイプ的情報が自集団イメージと

一致しない場合であっても、そのメタステレオタイプ的

情報が望ましくない情報の場合は、望ましい情報の場合

と比較して、ステレオタイプが高まることを示した。望

ましくないメタステレオタイプ的情報は、自集団やそこ

に所属する自己の評価を毀損する可能性があることを示

す情報であり、そうした情報が提示されることで、自ら

の信念の強化が促されると解釈された。さらに、まちづ

くりを巡っては、まちに関して知識を有している者は、

知識を有していない者と比較して、まちづくりに関する
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表-1 ステレオタイプの質問項目 

項目 質問文 

まちづくりに 

おける 

ステレオタイプ 

α＝0.88* 

あなたは、道後に建つ建物の窓をすべて道後温泉本館と同じ様に「すだれ」をつけるべきだと思いますか？ 

あなたは、道後の町並みをすべて昔ながらの旅館と同じ木造の建物とするべきだと思いますか？ 

あなたは、温泉街としての風情を演出するために、道後の建物の軒先すべてに足湯や手湯を設置するべきだ

と思いますか？ 

あなたは、日本最古の湯との道後の印象を演出するために、道後温泉で開催するアートに関するイベントは

道後温泉の伝説に由来する「湯玉」と「白鷺」に関連するものに限定するべきだと思いますか？ 

あなたは、古来から続く温泉街との道後の印象を高めるために、道後の道はすべて錆・桜御影石による石畳

にするべきだと思いますか？ 

 *：クロンバックのα係数（各質問項目の内的整合性を評価する信頼係数） 

ステレオタイプが高いことが指摘されている 9)。これは、

自分自身はまちに関する知識を十分に認識していると自

負するが故に、まちづくりを特定の様式に固定化するス

テレオタイプ的な思考に至ると解釈されており、こうし

たまちづくりに関わる主体の属性がメタステレオタイプ

的情報によるステレオタイプへの影響要因となることも

考えられる。 

 さて、上記の自集団イメージとの一致度次元、望まし

さ次元は、まちづくりの場面では、メディアやSNS等を

通じて間接的に接触するメタステレオタイプ的情報を構

成する次元と捉えられる。この点を考慮すると、メタス

テレオタイプ的情報は、その否定的側面としてまちづく

りのステレオタイプに繋がる恐れがあると考えられる。 

 

(2) 本研究の仮説 

 以上の議論を踏まえて本研究では、メタステレオタイ

プ的情報がまちづくりのステレオタイプに影響について、

第 1に、自集団イメージと一致しているメタステレオタ

イプ的情報は、自集団イメージと一致していないメタス

テレオタイプ的情報と比較してステレオタイプを高める

こと、第 2に、自集団イメージと一致しないメタステレ

オタイプ的情報は、その情報が望ましくない場合、ステ

レオタイプを高め、その傾向はまちづくりに関する知識

を有している者は、当該知識を有していない者と比較し

て強いとの仮説として措定した。以下では、愛媛県松山

市道後地区を対象とした調査により、本研究の検証を行

い、まちづくりを巡るメタステレオタイプ的情報がステ

レオタイプに与える影響を実証的に明らかにする。 

 

 

3. 研究方法 

 

 本研究では、まちづくり関係者に対して、まちづくり

を巡るメタステレオタイプ的情報を提示する。提示前後

の回答者のまちづくりを巡るステレオタイプをアンケー

ト調査に基づき計測し、そのステレオタイプの変化量を

指標として、まちづくりを巡るメタステレオタイプ的情

報がステレオタイプに与える影響を分析する。 

 

(1) 調査対象地 

 本研究では、愛媛県松山市道後地区を調査対象地域と

した。道後は松山市中心部に近接し、「道後温泉本館」

に代表される外湯施設を中心とした温泉街である。伊豫

風土記にも記録が残る日本最古の温泉街とされ、現在の

道後温泉本館の位置に自噴していた湯を利用した温浴施

設とその脇を通る遍路道沿い連なる遍路宿により町が形

成されてきた。近代においては入浴客の増加を狙い、初

代道後湯之町町長の伊佐庭如矢の主導の下、1895年の道

後鉄道開業に合わせて、養生湯の整備に始まる道後温泉

本館の改築を実施し、観光地化が進められた。1970年代

に、源泉開発とともに内湯を持つ大規模ホテルの開業が

相次ぎ、開発に呼応して、道後温泉本館周辺に土産物等

を取り扱う店舗の出店が増加した。こうした温泉を基軸

とした観光化が進むなか、道後地区には「伊佐爾波神社」

や「宝厳寺」など歴史ある社寺も多く残り、多様な歴史

文化的な蓄積がいまに伝えられる。近年では、温泉とそ

の周囲の歴史的建造物を保全及び活用することで一層の

観光客の増加を目指し、2015年に行政と民間が協働で活

性化に取り組む「道後温泉活性化計画」の策定により、

宝厳寺の参道となる上人坂周辺をはじめとした 3つのエ

リアを重点整備エリアとした整備が実施されているもの

の、こうした整備が進む一方で、ホテルの大規模化に伴

い、旧来の旅館の撤退が相次いだため、地区内に空き家

や空き地が散見される状況にある。 

 アンケート調査の対象者は、松山市に在住する学生

200名とし、その内、100名をまちづくりに関して専門的

な教育受けている学生、残りの 100名をまちづくりに関

する教育を受けていない学生に回答を要請した。本研究

では、前者をまちづくりに関して知識を有している知識

有り群、後者をまちづくりに関して知識を有していない

知識無し群と定義し、分析する。回答はオンライン形式

とし、入力フォームへのアクセス情報を個別に配布し、

オンラインにて回答するように要請した。 
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表-2 メタステレオタイプ的情報 

一致次元 望ましさ次元 提示内容 

一致 

ポジティブ 

道後は、「道後温泉本館」や「飛鳥乃湯泉」、「椿の湯」などの入浴施設が立ち並び、こうした旅館の

外にある温泉をめぐる外湯文化が根付く温泉街です。まちなかのいたるところに足湯や手湯などが設置

され、湯めぐりが楽しめます。夕方になると浴衣姿でそぞろ歩く観光客があちこちに見られ、温泉情緒

を感じることができます。 

ネガティブ 

道後では、旅館の外にある入浴施設を巡る外湯文化が残っていますが、入浴後は歩いて旅館に帰る必要

があり、雨の日は外湯へ出向くのを躊躇う観光客が見られます。寒い季節ともなると、湯冷めを心配し

て外湯を敬遠する方も多く、外湯をめぐっている観光客であっても肩を震わせながら足早に宿に戻って

いる姿をしばしば見かけます。 

不一致 

ポジティブ 

道後には、国の重要文化財である「伊佐爾波神社」や一遍上人の誕生地といわれる「宝厳寺」など歴史

ある神社や寺が多く残されています。こうした社寺を結ぶ「上人坂」はかつての道後の面影を今に伝え

る場所となっています。日中は、歴史好きの観光客が多く見られ、思い思いに歴史探訪を楽しんでいま

す。 

ネガティブ 

道後の「上人坂」周辺には老朽化した木造家屋が立ち並び、薄汚れた雰囲気が漂っています。その周囲

には多くの空き地もあり、物寂しい町並みとなっています。日中でも人通りが少なく、閑散としていま

す。 

(2) 心理要因 

a) ステレオタイプ 

 まちづくりのステレオタイプは、先行研究 9), 10)にて指

摘されている「来街者にまちづくりのイメージをわかり

やすく表現する記号化された様式」の特徴を参考に、道

後のまちづくりを過度に単純化・固定化する取り組みに

対する賛否意識を問う 5項目を設定した。具体的には、

記号化されたまちづくりのイメージとして温泉を取り上

げ、道後のまちづくりをこれらのイメージに即して修景

すべきかについて、「全く思わない」から「とてもそう

思う」の 7件法にて回答を要請した。表-1に設定したス

テレオタイプに関する項目を示す。各項目は、町並みす

べてを温泉に即したイメージに固定化・単純化するとい

う極端な施策に対する賛否意識を問うており、「とても

そう思う」と回答する程、ステレオタイプが高いと解釈

する。本研究では、メタステレオタイプ的情報提示前後

にて、信頼性を示すクロンバックのα係数を算出したと

ころ、充分な信頼性が認められたことから、5 項目の加

算平均により「ステレオタイプ」尺度を構成した。 

b) メタステレオタイプ的情報 

 メタステレオタイプ的情報は、既存研究 8)を参考に、

提示する情報と自集団イメージとの一致度次元及び、提

示する情報の望ましさ次元を設定し、観光ガイドブック、

行政あるいはまちづくりに関連するウェブサイトに掲載

されている情報に基づき、作成した。具体的には、自集

団イメージとの一致次元では、自集団イメージを温泉と

設定し、「道後には、温浴施設が点在し、湯巡りができ

る」といった温泉に関する情報を自集団イメージ一致情

報とし、「道後には、寺社仏閣が点在し、歴史探訪がで

きる」といった温泉とは関連しない情報を自集団イメー

ジ不一致情報として設定した。望ましさ次元では、「道

後は活気がある」といった情報をポジティブ情報とし、

「道後は物寂しい」といった情報をネガティブ情報とし

て設定した。本研究では、上記に示す 2次元を組み合わ

せた 4種類のメタステレオタイプ的情報を作成した。表

-2に設定したメタステレオタイプ的情報を示す。 

 実験参加者には、まちづくり関連群ならびに一般群と

もに、設定したメタステレオタイプ的情報の内 1種類の

みを提示した。4 種類のメタステレオタイプ的情報を提

示する実験参加者数は同数となるように調整した。 

本研究では、提示したメタステレオタイプ的情報に対

する実験参加者の妥当性の計測を意図し、当該情報提示

後に、提示されたメタステレオタイプ的情報に対して

「非常に妥当である」から「まったく妥当でない」との

項目について、7 件法にて評定するように要請し、これ

を「メタステレオタイプ的情報の妥当性認知」とした。 

 

 

4. 調査結果 

 

(1) アンケートの回収結果 

アンケートの回答者の性別は男性135名、女性65名で

あった。メタステレオタイプ的情報の妥当性認知に関し

て、全回答者の平均値は5.05であった。これは、提示し

たメタステレオタイプ的情報に対して、その妥当性がど

ちらでもないとの回答を意味する 4を上回るものであり、

回答者は概ね提示されたメタステレオタイプ的情報に関

して妥当と評価したと判断した。ただし、メタステレオ

タイプ的情報を妥当とみなしていない回答者も一部観察

されたため、本研究では、こうした提示した情報の妥当

性が認められないことによる回答へのバイアスを排除す

るため、メタステレオタイプ的情報の妥当性認知におい
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て 4以上と回答した 169名の回答者を分析対象とするこ

ととした。 

 

(2) 分析 

a) ステレオタイプの変化 

実験参加者群毎、メタステレオタイプ的情報毎におけ

るメタステレオタイプ的情報提示前後のステレオタイプ

の平均値を表-3に示す。知識有り群、知識無し群ともに、

自集団イメージと一致したメタステレオタイプ的情報を

提示した場合、まちづくりのステレオタイプが有意に高

くなる、もしくは有意傾向となることが示された。一方

で、自集団イメージと一致しないメタステレオタイプ的

情報を提示した場合、そのメタステレオタイプ的情報が

望ましくない情報のとき、知識無し群のみ、ステレオタ

イプが有意に高くなることが示された。 

b) 実験条件間の比較 

 次に、実験参加者毎に事後のステレオタイプから事前

のステレオタイプを減じることでステレオタイプの変化

量を算出し、実験参加者群ならびに、メタステレオタイ

プ的情報の種類に関して、3 要因分散分析を行った結果

を表-4に示す。知識×一致度×望ましさの 2次交互作用

が有意であったため、単純交互作用及び単純・単純主効

果の検定を行った。その結果を表-5及び表-6に示す。メ

タステレオタイプ的情報が望ましくない場合における知

識×一致度の単純交互作用が有意であり、下位検定の結

果、メタステレオタイプ的情報が不一致な情報の場合は、

知識の単純・単純主効果が有意であった。このことは、

メタステレオタイプ的情報が自集団イメージと一致せず、

望ましくない場合、知識無し群は知識有り群よりもステ

レオタイプの促進することを意味する。次に、メタステ

レオタイプ的情報が自集団イメージと一致しない場合に

おける知識×望ましさの単純交互作用が有意であり、下

位検定の結果、知識無しの場合は、望ましさの単純・単

純主効果が有意であった。このことは、知識無し群は、

メタステレオタイプ的情報が一致しない情報において、

望ましい情報は望ましくない情報よりもステレオタイプ

が促進することを意味する。さらに、知識無しの場合に

おける一致度×望ましさの単純交互作用が有意であり、

下位検定の結果、望ましくない場合は、一致度の単純単

純主効果が有意であった。このことは知識無し群は、望

ましくない情報に一致する情報は一致しない情報に比べ

てステレオタイプ促進することを意味する。

 

表-3 メタステレオタイプ的情報提示前後におけるまちづくりのステレオタイプの比較 

 

表-4 分散分析結果 

変動因 平方和 自由度 F値 p値  

知識 0.27 1 0.84 0.36  

一致度 0.37 1 1.16 0.28  

望ましさ 0.00 1 0.01 0.93  

知識×一致度 0.75 1 2.33 0.13  

知識×望ましさ 0.16 1 0.50 0.48  

一致度×望ましさ 0.05 1 0.15 0.70  

知識×一致度×望ましさ 1.89 1 5.89 0.02 * 

誤差 51.57 161    

**:p<0.01, *:p<0.05, †:p<0.1     

知識の有無 
メタステレオタイプ 

的情報  

情報提示前 情報提示後 
観測数 

2群の差の

ｔ値 

  

平均 標準偏差 平均 標準偏差   

知識有り 

一致 
ポジティブ 3.55 1.14 3.81 1.40 25 2.08 * 

ネガティブ 3.37 1.30 3.50 1.47 23 1.46 † 

不一致 
ポジティブ 3.14 1.66 3.25 1.73 19 0.96   

ネガティブ 3.58 0.99 3.93 1.16 24 3.17 ** 

知識無し 

一致 
ポジティブ 3.36 1.21 3.52 1.33 19 1.50 † 

ネガティブ 3.16 1.31 3.50 1.39 25 2.56 ** 

不一致 
ポジティブ 3.92 1.56 4.09 1.74 17 1.21   

ネガティブ 3.01 1.46 2.87 1.59 17 -0.89   

**:p<0.01, *:p<0.05, †:p<0.1  
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表-5 単純交互作用の結果 

変動因 平方和 自由度 F値 p値   

望ましい情報における知識×一致度 0.13 1 0.41 0.53   

望ましくない情報における知識×一致度 2.50 1 7.81 0.01 ** 

一致の情報における知識×望ましさ 0.48 1 1.48 0.23   

不一致の情報における知識×望ましさ 1.57 1 4.90 0.03 * 

知識あり群における一致度×望ましさ 0.67 1 2.08 0.15   

知識なし群における一致度×望ましさ 1.27 1 3.95 0.05 * 

誤差  161 0.32   

**:p<0.01, *:p<0.05, †:p<0.1  

 

表-6 単純・単純主効果の結果 

変動因 平方和 自由度 F値 p値   

一致かつ望ましい情報における知識 0.10 1 0.31 0.58   

一致かつ望ましくない情報における知識 0.44 1 1.36 0.25   

不一致かつ望ましい情報における知識 0.04 1 0.19 0.73   

不一致かつ望ましくない情報における知識 2.49 1 7.76 0.01 ** 

知識あり群かつ望ましい情報における一致度 0.20 1 0.63 0.43   

知識あり群かつ望ましくない情報における一致度 0.50 1 1.55 0.21   

知識なし群かつ望ましい情報における一致度 0.00 1 0.01 0.92   

知識なし群かつ望ましくない情報における一致度 2.35 1 7.33 0.01 ** 

知識あり群かつ一致の情報における望ましさ 0.16 1 0.51 0.48   

知識あり群かつ不一致の情報における望ましさ 0.57 1 1.77 0.19   

知識なし群かつ一致の情報における望ましさ 0.33 1 1.02 0.31   

知識なし群かつ不一致の情報における望ましさ 1.04 1 3.25 0.07 † 

誤差  161 0.32   

**:p<0.01, *:p<0.05, †:p<0.1  

5. 結論 

 

 本研究では、メタステレオタイプ的情報がまちづくり

のステレオタイプに影響を与えることを実証的に検証し

た。その結果、第 1に、自集団イメージと一致している

メタステレオタイプ的情報は、自集団イメージと一致し

ていないメタステレオタイプ的情報と比較してステレオ

タイプを高めること、第 2に、自集団イメージと一致し

ないメタステレオタイプ的情報は、その情報が望ましく

ない場合、まちづくりに関する知識を有している者にお

いてステレオタイプを高めるとの結果が得られた。 

 以上の結果は、まちづくりにおけるステレオタイプの

影響要因としてメタステレオタイプ的情報が考えられる

ことを示している。なかでも、まちづくりに関する知識

を有する者はメタステレオタイプ的情報によってステレ

オタイプが高まりやすい可能性を示している。したがっ

て、こうした状況に陥りやすいことを自覚し、まちづく

りに関する助言を行うことが肝要だと考える。 

謝辞：本研究は JSPS科研費 JP20K14850の助成を受けた

ものです。 
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